
(57)【要約】

【課題】燃焼開始時の流体温度と、目標流体温度との差

が小さい場合でも確実に配管の閉塞を判断して熱交換器

の損傷を防止することのできる油だきボイラを提供する

こと。

【解決手段】制御部１１が燃焼器（１，２）の燃焼開始

直後に、流体温度と、同流体温度と設定温度とから決定

される燃焼量とにより流体配管６の詰まりを判断して流

量調整弁２１を制御してなり、燃焼開始時の流体温度（

Ｔ０）と判定時間経過後の流体温度（Ｔ）とを検出し、

判定時間経過後の流体温度（Ｔ）が燃焼開始時の流体温

度（Ｔ０）に判定温度上昇（ΔＴ）を加算した判定温度

以下であり、かつ、判定時間経過後の燃焼量（Ｑ）が所

定の判定燃焼量（Ｑｊ）以上である場合にのみ流体配管

の詰まりと判断し、流量調整弁２１を全閉、消火するよ

うにした。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 内 に 燃 料 の 流 量 を 調 整 す る 流 量 調 整 弁 と 、 同 流 量 調 整 弁 を 介 し て 供 給 さ れ る 液 体 燃
料 を 燃 焼 さ せ る 燃 焼 器 と 、 同 燃 焼 器 で 発 生 す る 燃 焼 熱 と 内 部 を 流 通 す る 流 体 と 熱 交 換 す る
熱 交 換 器 と 、 前 記 流 体 を 前 記 熱 交 換 器 に 流 通 さ せ る 流 体 ポ ン プ と 、 前 記 熱 交 換 器 で 温 め ら
れ た 流 体 （ 温 水 ） を 室 内 機 に 流 出 す る 流 体 往 き 管 と 同 室 内 機 を 流 通 し て 冷 や さ れ た 流 体 を
流 入 す る 流 体 戻 り 管 と で な る 流 体 配 管 と 、 前 記 流 体 往 き 管 に 流 通 す る 流 体 温 度 を 検 出 す る
流 体 温 度 検 出 手 段 と 、 同 流 体 温 度 検 出 手 段 の 検 出 す る 流 体 温 度 と 前 記 室 内 機 か ら 設 定 さ れ
た 設 定 温 度 と か ら 前 記 流 量 調 整 弁 を 調 節 し て 前 記 燃 焼 器 の 燃 焼 量 を 制 御 す る 制 御 部 と か ら
な る 温 水 ボ イ ラ に お い て 、
　 前 記 制 御 部 が 前 記 流 体 温 度 の 変 化 量 と 前 記 燃 焼 量 の 変 化 量 と に よ り 前 記 流 量 調 整 弁 を 調
整 す る こ と を 特 徴 と す る 温 水 ボ イ ラ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 部 が 、 前 記 燃 焼 器 の 燃 焼 開 始 時 の 流 体 温 度 と 所 定 の 判 定 時 間 経 過 後 の 流 体 温 度
と を 検 出 し 、 同 判 定 時 間 経 過 後 の 流 体 温 度 が 前 記 燃 焼 開 始 時 の 流 体 温 度 に 判 定 温 度 上 昇 分
を 加 算 し た 判 定 温 度 以 下 で あ り 、 か つ 、 判 定 時 間 経 過 後 の 燃 焼 量 が 所 定 の 判 定 燃 焼 量 以 上
で あ る 場 合 に 前 記 流 体 配 管 の 詰 ま り と 判 断 し 前 記 流 量 調 整 弁 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 温 水 ボ イ ラ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 温 水 に よ り 室 内 を 暖 房 す る 温 水 式 暖 房 装 置 に 流 体 を 加 熱 供 給 す る 油 だ き 温 水
ボ イ ラ に 係 り 、 詳 し く は 温 水 配 管 の 詰 ま り や 凍 結 を 判 断 す る 安 全 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 油 だ き 温 水 ボ イ ラ は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 燃 料 を 燃 焼
さ せ る 燃 焼 器 と 、 同 燃 焼 器 に よ り 発 生 し た 燃 焼 熱 と 内 部 を 流 れ る 流 体 と を 熱 交 換 す る 熱 交
換 器 を 有 す る 流 体 配 管 と 、 前 記 燃 焼 器 に 燃 料 を 供 給 す る 供 給 路 を 開 閉 す る 開 閉 手 段 と 、 前
記 燃 焼 器 に よ る 前 記 燃 料 に よ る 燃 焼 の 停 止 を 指 示 す る 指 示 手 段 を 有 し 、 同 指 示 手 段 の 指 示
に 応 じ て 前 記 開 閉 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 熱 交 換 器 ま た
は 同 熱 交 換 器 付 近 の 前 記 流 体 の 温 度 ま た は 温 度 の 変 化 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 を 有 し 、 前 記
指 示 手 段 に よ っ て 前 記 燃 焼 器 に よ る 前 記 燃 料 の 燃 焼 が 指 示 さ れ た 時 、 前 記 開 閉 手 段 を 制 御
し て 前 記 供 給 路 を 開 き 、 前 記 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 前 記 流 体 の 温 度 ま た は 温 度 の 変
化 量 が 所 定 範 囲 外 で あ る 場 合 、 例 え ば 、 燃 焼 を 開 始 し て か ら 第 １ 設 定 時 間 ｔ １ が 経 過 す る
ま で に 第 １ 設 定 温 度 Ｔ １ （ ＝ ７ ℃ ） 以 下 ま た は 第 １ 温 度 変 化 Δ Ｔ １ （ ＝ ７ ℃ ） 以 下 で あ る
場 合 は 、 熱 交 換 器 ま た は こ の 熱 交 換 器 付 近 の 温 水 管 内 の 温 水 が 凍 結 し て い る と 判 断 し 、 前
記 開 閉 手 段 を 制 御 し て 前 記 供 給 路 を 閉 じ る こ と に よ り 、 流 体 が 沸 点 に 達 す る 前 に 燃 焼 器 に
よ る 燃 料 の 燃 焼 を 中 止 し て 熱 交 換 器 内 の 流 体 の 加 熱 を 止 め る よ う に し て い る 。
　 こ れ に よ り 、 流 体 配 管 内 を 流 体 が 流 れ 難 く て も 流 体 配 管 内 の 圧 力 が あ ま り 上 昇 せ ず 、 流
体 配 管 が 破 裂 し た り す る こ と を 防 止 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 技 術 は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 燃 焼 開 始 時 の 温 度 と
、 目 標 流 体 温 度 と の 差 が 大 き い 場 合 は 、 正 常 時 の 温 度 変 化 が 大 き い た め 、 凍 結 に よ る 管 の
閉 塞 時 の 温 度 変 化 Δ Ｔ と の 差 が 大 き い の で 、 判 定 し 易 い が 、 図 ７ － ａ に 示 す よ う に 、 燃 焼
開 始 時 の 流 体 温 度 と 、 目 標 流 体 温 度 と の 差 が 小 さ い 場 合 、 目 標 流 体 温 度 近 傍 で 燃 焼 量 が 制
御 さ れ 、 前 記 第 １ 設 定 時 間 ｔ １ 経 過 時 点 で 正 常 時 の 温 度 変 化 が 閉 塞 時 の 温 度 変 化 Δ Ｔ よ り
小 さ く な る こ と が あ る 。
　 こ の た め 、 凍 結 検 知 機 能 を 有 効 と す る 温 度 を 例 え ば ５ ℃ 以 下 と し て い る た め 、 燃 焼 開 始
時 の 流 体 温 度 と 、 目 標 流 体 温 度 と の 差 が 小 さ い 場 合 、 前 記 凍 結 検 知 機 能 を 有 効 と す る 温 度
を 超 え る た め 、 凍 結 や ス ケ ー ル に よ る 配 管 の 閉 塞 を 判 断 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が
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あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ４ － ６ ４ ８ ５ ９ 号 公 報 （ 第 ７ － ３ ４ 頁 、 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 燃 焼 開 始 時 の 流 体 温 度 と 、 目 標 流 体 温 度 と
の 差 が 小 さ い 場 合 で も 確 実 に 配 管 の 閉 塞 を 判 断 し て 熱 交 換 器 の 損 傷 を 防 止 す る こ と の で き
る 油 だ き ボ イ ラ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 本 体 内 に 燃 料 の 流 量 を 調 整 す る 流 量 調 整 弁 と 、 同 流 量 調 整 弁 を 介 し て 供 給 さ
れ る 液 体 燃 料 を 燃 焼 さ せ る 燃 焼 器 と 、 同 燃 焼 器 で 発 生 す る 燃 焼 熱 と 内 部 を 流 通 す る 流 体 と
熱 交 換 す る 熱 交 換 器 と 、 前 記 流 体 を 前 記 熱 交 換 器 に 流 通 さ せ る 流 体 ポ ン プ と 、 前 記 熱 交 換
器 で 温 め ら れ た 流 体 （ 温 水 ） を 室 内 機 に 流 出 す る 流 体 往 き 管 と 同 室 内 機 を 流 通 し て 冷 や さ
れ た 流 体 を 流 入 す る 流 体 戻 り 管 と で な る 流 体 配 管 と 、 前 記 流 体 往 き 管 に 流 通 す る 流 体 温 度
を 検 出 す る 流 体 温 度 検 出 手 段 と 、 同 流 体 温 度 検 出 手 段 の 検 出 す る 流 体 温 度 と 前 記 室 内 機 か
ら 設 定 さ れ た 設 定 温 度 と か ら 前 記 流 量 調 整 弁 を 調 節 し て 前 記 燃 焼 器 の 燃 焼 量 を 制 御 す る 制
御 部 と か ら な る 温 水 ボ イ ラ に お い て 、
　 前 記 制 御 部 が 前 記 流 体 温 度 の 変 化 量 と 前 記 燃 焼 量 の 変 化 量 と に よ り 前 記 流 量 調 整 弁 を 調
整 す る こ と を 特 徴 と す る 温 水 ボ イ ラ と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 燃 焼 器 の 燃 焼 開 始 時 の 流 体 温 度 と 所 定 の 判 定 時 間 経 過 後 の 流 体 温 度 と を 検 出
し 、 同 判 定 時 間 経 過 後 の 流 体 温 度 が 前 記 燃 焼 開 始 時 の 流 体 温 度 に 判 定 温 度 上 昇 分 を 加 算 し
た 判 定 温 度 以 下 で あ り 、 か つ 、 判 定 時 間 経 過 後 の 燃 焼 量 が 所 定 の 判 定 燃 焼 量 以 上 で あ る 場
合 に 前 記 流 体 配 管 の 詰 ま り と 判 断 し 前 記 流 量 調 整 弁 を 調 整 し て な る 温 水 ボ イ ラ と し て い る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 制 御 部 が 燃 焼 器 の 燃 焼 開 始 直 後 に 、 流 体 温 度 と 、 同 流 体 温 度 と 設
定 温 度 と か ら 決 定 さ れ る 燃 焼 量 と に よ り 流 体 配 管 の 詰 ま り を 判 断 し て 流 量 調 整 弁 を 制 御 し
て な り 、 燃 焼 開 始 時 の 流 体 温 度 Ｔ ０ と 判 定 時 間 経 過 後 の 流 体 温 度 Ｔ と を 検 出 し 、 判 定 時 間
経 過 後 の 流 体 温 度 Ｔ が 燃 焼 開 始 時 の 流 体 温 度 Ｔ ０ に 判 定 温 度 上 昇 Δ Ｔ を 加 算 し た 判 定 温 度
以 下 で あ り 、 か つ 、 判 定 時 間 経 過 後 の 燃 焼 量 Ｑ が 所 定 の 判 定 燃 焼 量 Ｑ ｊ 以 上 で あ る 場 合 に
の み 流 体 配 管 の 詰 ま り と 判 断 し 、 流 量 調 整 弁 を 全 閉 、 消 火 す る の で 、
　 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ が 比 較 的 目 標 流 体 温 度 に 近 い 場 合 で あ っ て も 、 誤 判 断 を 防 止 し 、 確 実
に 流 体 配 管 の 詰 ま り を 判 断 す る の で 、 流 体 配 管 内 を 流 体 が 流 れ 難 く て も 流 体 配 管 内 の 圧 力
が あ ま り 上 昇 せ ず 、 流 体 配 管 が 破 裂 し た り す る こ と を 防 止 す る こ と の で き る 油 だ き 温 水 ボ
イ ラ を 提 供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 に 基 づ い た 実 施 例 と し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 油 だ き ボ イ ラ の 構 造 図 、 図 ２ は 本 発 明 に よ る 油 だ き ボ イ ラ を 使 用 し
た 暖 房 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
　 油 だ き ボ イ ラ （ １ ０ ） は 、 フ ァ ン コ ン ベ ク タ や 、 床 暖 房 用 配 管 等 の 室 内 機 （ ３ ０ ） に 温
か い 流 体 （ 温 水 ） を 供 給 す る も の で あ る 。
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 油 だ き ボ イ ラ は 、 そ の 本 体 １ ０ 内 に 外 部 に 設 置
さ れ た コ ッ ク ２ ０ ａ を 備 え る 燃 料 タ ン ク ２ ０ よ り 外 部 送 油 管 ２ ０ ｂ 、 送 油 管 接 続 口 ２ １ ａ
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１ お よ び 内 部 送 油 管 ２ １ ａ を 介 し て 供 給 さ れ る 灯 油 （ 液 体 燃 料 ） の 流 量 を 調 整 す る 流 量 調
整 弁 ２ １ と 、 同 流 量 調 整 弁 ２ １ を 介 し て 供 給 さ れ る 灯 油 （ 液 体 燃 料 ） を 送 風 フ ァ ン １ ａ に
よ り 送 風 さ れ る 空 気 と 混 合 し て 気 化 す る 気 化 室 １ と 同 気 化 室 １ の 上 方 に 配 設 さ れ 気 化 し た
液 体 燃 料 を 燃 焼 さ せ る 燃 焼 室 ２ と で な る 燃 焼 器 と 、 同 燃 焼 器 の 前 記 燃 焼 室 ２ の 上 部 に 配 設
さ れ 、 同 燃 焼 室 ２ で 発 生 す る 燃 焼 熱 と 、 内 部 を 流 通 す る 流 体 と 熱 交 換 す る 熱 交 換 器 ３ と 、
上 部 に 給 水 口 ４ ａ を 備 え 流 体 を 溜 め る リ ザ ー ブ タ ン ク ４ と 、 同 リ ザ ー ブ タ ン ク ４ か ら の 流
体 を 前 記 熱 交 換 器 ３ 側 に 送 出 す る 流 体 ポ ン プ ５ と 、 前 記 リ ザ ー ブ タ ン ク ４ 、 前 記 流 体 ポ ン
プ ５ 、 お よ び 前 記 熱 交 換 器 ３ を 順 次 接 続 し て 前 記 流 体 を 流 通 し て 、 同 熱 交 換 器 ３ で 温 め ら
れ た 流 体 （ 温 水 ） を 流 体 往 き 管 ６ ａ か ら 流 体 往 き 口 ６ ａ １ を 介 し て 前 記 室 内 機 ３ ０ に 送 出
し 、 同 室 内 機 ３ ０ の 熱 交 換 器 ３ １ を 流 通 し て 冷 や さ れ た 流 体 を 流 体 戻 り 口 ６ ｂ １ を 介 し て
流 体 戻 り 管 ６ ｂ か ら 前 記 リ ザ ー ブ タ ン ク ４ に 戻 す 流 体 配 管 ６ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 流 体 往 き 管 ６ ａ の 流 体 往 き 口 ６ ａ １ 近 傍 と 、 前 記 流 体
戻 り 管 ６ ｂ の 流 体 戻 り 口 ６ ｂ １ 近 傍 と の 間 を バ イ パ ス 管 ７ で 接 続 し て い る 。
　 こ の バ イ パ ス 管 ７ は 、 例 え ば 前 記 室 内 機 ３ ０ の 配 管 が 詰 ま っ た り 、 流 通 量 が 減 っ た 時 に
前 記 流 体 配 管 ６ の 流 通 量 を 確 保 し て 前 記 熱 交 換 器 ３ 内 で 流 体 が 沸 騰 し て 空 焚 き と な り 同 熱
交 換 器 ３ が 溶 損 す る の を 防 止 す る た め の も の で あ る 。
　 ま た 、 前 記 熱 交 換 器 ３ と 前 記 流 体 往 き 口 ６ ａ １ を 接 続 す る 前 記 流 体 往 き 管 ６ ａ の 途 中 に
は 流 体 往 き 口 ６ ａ １ 側 に 内 部 を 流 通 す る 流 体 の 温 度 を 検 出 す る サ ー ミ ス タ で な る 流 体 温 度
セ ン サ ８ と 、 熱 交 換 器 ３ 側 に バ イ メ タ ル で な る 加 熱 防 止 装 置 ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す 制 御 部 １ １ は 、 前 記 流 体 温 度 セ ン サ ８ の 検 出 す る 流 体 温 度 と 、 内 臓 す
る 時 計 （ タ イ マ ー ） か ら の 時 間 と 、 室 内 機 ３ ０ の 操 作 部 ３ ４ の 操 作 に よ り 指 示 さ れ た 設 定
温 度 か ら 決 定 さ れ る 目 標 流 体 温 度 と か ら 、 前 記 流 量 調 整 弁 ２ １ の 開 度 お よ び 前 記 気 化 室 内
に 配 置 さ れ る 送 風 フ ァ ン １ ａ の 送 風 量 を 調 整 す る こ と に よ り 前 記 燃 焼 器 の 燃 焼 量 を 制 御 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 前 記 室 内 機 ３ ０ に は 前 記 流 体 往 き 口 ６ ａ １ を 介 し て 流 入 さ れ た 流 体 と 室 内 空 気 と
熱 交 換 す る 熱 交 換 器 ３ １ と 、 同 熱 交 換 器 ３ １ に 室 内 空 気 を 送 風 す る 送 風 機 ３ ２ と 、 室 内 温
度 を 検 出 す る 室 温 検 出 手 段 ３ ３ と 、 設 定 温 度 を 入 力 す る 前 記 操 作 部 ３ ４ と 、 前 記 室 内 温 度
、 設 定 温 度 等 の 情 報 を 前 記 油 だ き ボ イ ラ 本 体 １ ０ の 制 御 部 １ １ に 送 信 し 、 同 制 御 部 １ １ か
ら の 制 御 信 号 に 基 づ い て 前 記 送 風 機 ３ ２ を 制 御 す る 制 御 部 ３ ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 本 発 明 に よ る 油 だ き ボ イ ラ の 室 内 機 ３ ０ を 含 む 流 体 配 管 ６ の 凍 結 や 不 凍 液 の ス ケ
ー ル に よ る 詰 ま り を 検 出 す る 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 、 図 ４ は 本 発 明 に よ る 油 だ き 温
水 ボ イ ラ に お け る 流 体 温 度 の 制 御 を 説 明 す る た め の 図 で 、 流 体 温 度 の 時 間 的 推 移 を 示 す 推
移 図 、 図 ５ は 同 油 だ き 温 水 ボ イ ラ に お け る 燃 焼 量 の 制 御 を 説 明 す る た め の 図 で 、 燃 焼 量 の
時 間 的 推 移 を 示 す 推 移 図 、 図 ６ は 同 油 だ き 温 水 ボ イ ラ の 正 常 時 に お け る 着 火 時 の 流 体 温 度
が 目 標 流 体 温 度 に 近 い 場 合 と 離 れ て い る 場 合 に つ い て の 流 体 温 度 の 時 間 的 推 移 を そ れ ぞ れ
示 す 推 移 図 、 図 ７ は 同 流 体 配 管 ６ の 詰 ま り の 検 出 原 理 を 説 明 す る た め の 図 で 、 図 ７ － ａ は
流 体 温 度 の 時 間 的 推 移 、 図 ７ － ｂ は 燃 焼 量 の 時 間 的 推 移 を 示 す 推 移 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 流 体 配 管 ６ の 詰 ま り の 検 出 原 理 を 説 明 す る 前 に 、 ま ず 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ を 参 照 し て 本
発 明 に よ る 油 だ き 温 水 ボ イ ラ に お け る 流 体 温 度 の 制 御 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 燃 焼 器 に 着 火 し て 流 体 の 加 熱 が 開 始 さ れ る と 、 流 体 （ 温 水 ） 温 度 は
目 標 流 体 （ 温 水 ） 温 度 Ｔ ｓ を 目 指 し て 上 昇 を 開 始 す る 。
　 図 ４ 中 の (1) に 示 す よ う に 、 流 体 （ 温 水 ） 温 度 が 目 標 流 体 （ 温 水 ） 温 度 Ｔ ｓ に 達 し た 時
点 で 、 図 ５ の (1) に 示 す よ う に 燃 焼 量 を 制 御 し て も 、 流 体 温 度 は オ ー バ ー シ ュ ー ト し て 消
火 温 度 に 達 し て し ま う 。
　 そ こ で 、 (2) に 示 す よ う に 、 流 体 温 度 が 温 水 温 度 制 御 開 始 温 度 Ｔ ｃ （ 例 え ば Ｔ ｓ － １ ０
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℃ ） に 達 し た 時 点 で 、 図 ５ の (2) に 示 す よ う に 燃 焼 量 を 制 御 す る こ と に よ り 、 流 体 温 度 （
温 水 温 度 ） の 余 分 な 上 昇 を 防 ぎ 、 オ ー バ ー シ ュ ー ト を 起 こ し て 消 火 温 度 に 達 し 、 誤 っ て 消
火 し て し ま う の を 防 い で い る 。
　 こ の よ う な 制 御 の 下 で 、 流 体 配 管 ６ の 詰 ま り の な い 正 常 な 場 合 で は 、 図 ６ の (1) に 示 す
よ う に 、 着 火 時 の 流 体 （ 温 水 ） 温 度 が 目 標 流 体 （ 温 水 ） 温 度 Ｔ ｓ よ り 十 分 低 い 場 合 、 凍 結
検 知 判 定 時 間 を 経 過 し て も 、 流 体 温 度 が 温 水 温 度 制 御 開 始 温 度 Ｔ ｃ （ 例 え ば Ｔ ｓ － １ ０ ℃
） に 達 し な い の で 、 温 度 上 昇 Δ Ｔ １ は 大 き い 値 に な る 。
　 ま た 、 図 ６ の (2) に 示 す よ う に 、 着 火 時 の 流 体 （ 温 水 ） 温 度 が 目 標 流 体 （ 温 水 ） 温 度 Ｔ
ｓ に 近 い 場 合 に は 、 凍 結 検 知 判 定 時 間 経 過 前 に 温 水 温 度 制 御 開 始 温 度 Ｔ ｃ （ 例 え ば Ｔ ｓ －
１ ０ ℃ ） に 達 し て 、 燃 焼 量 が 制 御 さ れ 、 流 体 温 度 （ 温 水 温 度 ） の 上 昇 が 抑 え ら れ る の で 、
温 度 上 昇 Δ Ｔ ２ は 、 着 火 時 の 流 体 温 度 （ 温 水 温 度 ） が 目 標 流 体 温 度 （ 目 標 温 水 温 度 ） Ｔ ｓ
よ り 十 分 低 い 場 合 の 温 度 上 昇 Δ Ｔ １ よ り 小 さ い 値 で 、 し か も 、 従 来 の 凍 結 判 定 条 件 （ 例 え
ば Δ Ｔ ＜ ５ ℃ ） を 満 足 し て し ま う た め 、 従 来 の 凍 結 判 定 方 法 で は 流 体 配 管 ６ の 詰 ま り の な
い 正 常 な 場 合 で も 凍 結 と 誤 判 定 さ れ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 ４ ～ 図 ７ を 参 照 し て 本 発 明 に お け る 流 体 配 管 ６ の 詰 ま り の 検 出 原 理 を 説 明 す る
。
　 前 記 燃 焼 器 は 燃 焼 が 開 始 さ れ る と 、 一 定 の 増 加 率 で 燃 料 の 燃 焼 量 を 増 や す よ う に 制 御 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 流 体 配 管 ６ の 詰 ま り が 有 る 凍 結 時 に は 、 図 ７ － ａ お よ び 図 ７ － ｂ に 示 す よ う に 、 燃
焼 が 開 始 さ れ る と 、 前 記 流 体 温 度 セ ン サ ８ の 検 出 す る 流 体 温 度 は 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ か ら 序
々 に 上 昇 す る が 、 流 体 温 度 制 御 開 始 温 度 Ｔ ｃ を 超 え な い か 、 ま た は 、 超 え る 時 間 が 遅 く 、
凍 結 判 定 時 間 経 過 後 の 判 定 流 体 温 度 Ｔ １ は （ 凍 結 判 定 温 度 ） ＝ （ 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ ＋ 凍 結
判 定 温 度 上 昇 Δ Ｔ ） を 超 え な い が 、 前 記 図 ７ － ｂ に 示 す よ う に 、 前 記 燃 焼 器 の 燃 焼 量 Ｑ は
初 期 の 燃 焼 量 Ｑ ０ か ら 一 定 の 増 加 率 で 増 加 し 続 け て 凍 結 判 定 時 間 経 過 後 に は 燃 焼 量 Ｑ １ に
達 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 前 記 流 体 配 管 ６ の 詰 ま り が 無 い 正 常 時 に は 、 図 ７ － ａ ま た は 図 ４ の (2) に 示 す よ
う に 、 燃 焼 が 開 始 さ れ る と 、 前 記 流 体 温 度 セ ン サ ８ の 検 出 す る 流 体 温 度 は 初 期 流 体 温 度 Ｔ
０ か ら 目 標 流 体 温 度 に 向 け て 序 々 に 上 昇 す る が 、 流 体 温 度 制 御 開 始 温 度 Ｔ ｃ （ 例 え ば 、 目
標 流 体 温 度 － １ ０ ℃ ） を 超 え る と 、 前 記 制 御 部 １ １ が 前 記 流 量 調 整 弁 ２ １ の 開 度 お よ び 前
記 気 化 室 内 に 配 置 さ れ る 送 風 フ ァ ン １ ａ の 送 風 量 を 調 整 す る こ と に よ り 、 図 ７ － ｂ ま た は
図 ５ の (2) に 示 す よ う に 前 記 燃 焼 器 の 燃 焼 量 Ｑ を 減 ら す こ と に よ り 、 オ ー バ ー シ ュ ー ト を
抑 え な が ら 流 体 温 度 を 目 標 流 体 温 度 に 近 づ け る よ う に 制 御 さ れ る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ が 目 標 流 体 温 度 と 離 れ て い る (1) の 場 合 は 凍 結 判
定 時 間 内 に 前 記 燃 焼 器 の 燃 焼 量 Ｑ の 増 加 が 抑 え ら れ る こ と が な く 、 凍 結 判 定 時 間 経 過 後 の
判 定 流 体 温 度 Ｔ ２ が （ 凍 結 判 定 温 度 ） ＝ （ 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ ＋ 凍 結 判 定 温 度 上 昇 Δ Ｔ ） を
超 え る 。
　 し か し 、 正 常 時 で あ っ て も 、 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ が 比 較 的 目 標 流 体 温 度 に 近 い 図 ６ の (2) 
の 場 合 は 凍 結 判 定 時 間 内 に 前 記 燃 焼 器 の 燃 焼 量 Ｑ の 増 加 が 抑 え ら れ 、 凍 結 判 定 時 間 経 過 後
の 判 定 流 体 温 度 Ｔ ２ が （ 凍 結 判 定 温 度 ） ＝ （ 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ ＋ 凍 結 判 定 温 度 上 昇 Δ Ｔ ）
を 超 え な い こ と が あ る 。
　 従 っ て 、 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ が 目 標 流 体 温 度 と 離 れ て い る 場 合 は 、 従 来 の よ う に 、 凍 結 判
定 時 間 経 過 後 の 判 定 流 体 温 度 を 検 出 し た だ け で 判 定 す る こ と で 問 題 な い が 、 初 期 流 体 温 度
Ｔ ０ が 比 較 的 目 標 流 体 温 度 に 近 い 場 合 は 、 従 来 の よ う に 、 凍 結 判 定 時 間 経 過 後 の 判 定 流 体
温 度 を 検 出 し た だ け で 判 定 す る と 、 正 常 時 で も 凍 結 、 即 ち 、 詰 ま り と 判 定 し て し ま う こ と
に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ７ － ｂ に 示 す よ う に 、 正 常 時 と 凍 結 時 と の 前 記 凍 結 判 定 時 間 経 過 後 の 前 記 燃 焼 器 の 燃
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焼 量 Ｑ を 比 較 す る と 、 正 常 時 の 燃 焼 量 Ｑ ２ は 凍 結 時 の 燃 焼 量 Ｑ １ よ り 少 な く な る の で 、 本
発 明 に お い て は 、 こ の こ と を 利 用 し て 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ が 比 較 的 目 標 流 体 温 度 に 近 い 場 合
で も 凍 結 （ 詰 ま り ） の 判 定 を す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 本 発 明 に よ る 油 だ き 温 水 ボ イ ラ の 動 作 を 説 明
す る 。
　 室 内 機 ３ ０ の 操 作 部 ３ ４ の 操 作 に よ り 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 同 操 作 部 ３ ４ の 操 作 に よ り
設 定 さ れ た 目 標 温 度 と な る 目 標 流 体 温 度 を 設 定 （ Ｓ Ｔ １ ） し 、 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ を 検 出 し
記 憶 す る （ Ｓ Ｔ ２ ） 。
　 次 に 、 流 量 調 整 弁 ２ １ を 開 放 し て 点 火 後 、 燃 焼 量 Ｑ ０ で 燃 焼 を 開 始 し 、 一 定 の 増 加 率 で
燃 焼 量 を 増 量 す る （ Ｓ Ｔ ３ ） 。
　 次 に 、 タ イ マ ー を ス タ ー ト さ せ （ Ｓ Ｔ １ ０ ４ ） 、 凍 結 （ 詰 ま り ） 判 定 時 間 経 過 し た か 監
視 す る （ Ｓ Ｔ １ ０ ５ ） と 共 に 、 前 記 流 体 流 体 温 度 セ ン サ ８ の 検 出 す る 流 体 温 度 Ｔ と 前 記 目
標 流 体 温 度 か ら 所 定 温 度 を 引 い た 値 と し て 決 定 さ れ る 制 御 開 始 温 度 Ｔ ｃ と 比 較 す る （ Ｓ Ｔ
２ ０ ４ ） 。
　 Ｓ Ｔ ２ ０ ４ で 流 体 温 度 Ｔ が 制 御 開 始 温 度 Ｔ ｃ よ り 高 く な る と 、 前 記 流 量 制 御 弁 ２ １ の 開
度 を 調 整 す る と 共 に 、 前 記 送 風 フ ァ ン １ ａ を 制 御 し て 、 前 記 目 標 流 体 温 度 か ら 決 定 さ れ る
燃 焼 量 Ｑ ２ と な る よ う に 調 整 す る （ Ｓ Ｔ ２ ０ ５ ） 。
　 ま た 、 Ｓ Ｔ １ ０ ５ で 凍 結 判 定 時 間 ｔ １ 経 過 す る と 、 そ の 時 の 流 体 温 度 Ｔ と 、 Ｓ Ｔ ２ で 検
出 し た 初 期 流 体 温 度 Ｔ ０ に 凍 結 判 定 温 度 上 昇 Δ Ｔ を 加 え た 凍 結 判 定 温 度 （ Ｔ ０ ＋ Δ Ｔ ） と
比 較 す る （ Ｓ Ｔ １ ０ ６ ） 。
　 Ｓ Ｔ １ ０ ６ で 流 体 温 度 Ｔ が 凍 結 判 定 温 度 （ Ｔ ０ ＋ Δ Ｔ ） 以 下 で な け れ ば 、 流 体 配 管 の 詰
ま り は 無 い と 判 定 し 終 了 す る が 、 流 体 温 度 Ｔ が 凍 結 判 定 温 度 （ Ｔ ０ ＋ Δ Ｔ ） 以 下 で あ っ た
場 合 は 、 そ の 時 の 燃 焼 量 Ｑ が 凍 結 判 定 燃 焼 量 Ｑ Ｊ と 比 較 す る （ Ｓ Ｔ １ ０ ７ ） 。
　 Ｓ Ｔ １ ０ ７ で 、 燃 焼 量 Ｑ が 凍 結 判 定 燃 焼 量 Ｑ Ｊ 以 上 で な け れ ば 、 流 体 配 管 の 詰 ま り は 無
い と 判 定 し 終 了 す る が 、 燃 焼 量 Ｑ が 凍 結 判 定 燃 焼 量 Ｑ Ｊ 以 上 で あ る 場 合 は 、 流 体 配 管 の 詰
ま り が あ る と 判 定 し 、 前 記 制 御 弁 ２ １ を 全 閉 し て 消 火 す る （ Ｓ Ｔ １ ０ ８ ） 。
　 な お 、 本 実 施 例 で は 制 御 弁 ２ １ を 全 閉 と し て い る が 、 必 ず し も 全 閉 で あ る 必 要 で は な く
、 全 閉 よ り わ ず か に 開 け た 状 態 を 維 持 す る こ と に よ り 、 流 体 配 管 の 凍 結 を 解 凍 さ せ る こ と
も 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 油 だ き 温 水 ボ イ ラ の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 油 だ き 温 水 ボ イ ラ を 使 用 し た 温 水 暖 房 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 油 だ き 温 水 ボ イ ラ の 室 内 機 ３ ０ を 含 む 流 体 配 管 ６ の 凍 結 や 不 凍 液 の
ス ケ ー ル に よ る 詰 ま り を 検 出 す る 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 油 だ き 温 水 ボ イ ラ に お け る 流 体 温 度 の 制 御 を 説 明 す る た め の 図 で 、
流 体 温 度 の 時 間 的 推 移 を 示 す 推 移 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 油 だ き 温 水 ボ イ ラ に お け る 燃 焼 量 の 制 御 を 説 明 す る た め の 図 で 、 燃
焼 量 の 時 間 的 推 移 を 示 す 推 移 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 油 だ き 温 水 ボ イ ラ の 正 常 時 に お け る 流 体 温 度 の 時 間 的 推 移 を 示 す 推
移 図 で 、 着 火 時 の 流 体 温 度 が 目 標 流 体 温 度 に 近 い 場 合 と 離 れ て い る 場 合 に つ い て 対 比 し て
示 し て い る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 油 だ き 温 水 ボ イ ラ の 流 体 配 管 の 詰 ま り の 検 出 原 理 を 説 明 す る た め の
図 で 、 図 ７ － ａ は 流 体 温 度 の 時 間 的 推 移 、 図 ７ － ｂ は 燃 焼 量 の 時 間 的 推 移 を 示 す 推 移 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 油 だ き 温 水 ボ イ ラ の 流 体 配 管 の 詰 ま り の 検 出 原 理 を 説 明 す る た め の 流 体 温
度 の 時 　 間 的 推 移 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 １ 　 気 化 室
　 １ ａ 　 送 風 フ ァ ン
　 ２ 　 燃 焼 室
　 ３ 　 熱 交 換 器
　 ４ 　 リ ザ ー ブ タ ン ク
　 ４ ａ 　 給 水 口
　 ５ 　 流 体 ポ ン プ
　 ６ 　 流 体 配 管
　 ６ ａ 　 流 体 往 き 管
　 ６ ａ １ 　 流 体 往 き 口
　 ６ ｂ 　 流 体 戻 り 管
　 ６ ｂ １ 　 流 体 戻 り 口
　 ７ 　 バ イ パ ス 管
　 ８ 　 流 体 温 度 セ ン サ
　 ９ 　 加 熱 防 止 装 置
１ ０ 　 油 だ き 温 水 ボ イ ラ 本 体
１ １ 　 制 御 部
２ ０ 　 燃 料 タ ン ク
２ ０ ａ 　 コ ッ ク
２ ０ ｂ 　 外 部 送 油 管
２ １ 　 流 量 調 整 弁
２ １ ａ 　 内 部 送 油 管
２ １ ａ １ 　 送 油 管 接 続 口
３ ０ 　 室 内 機
３ １ 　 熱 交 換 器
３ ２ 　 送 風 機
３ ３ 　 室 温 検 出 手 段
３ ４ 　 操 作 部
３ ５ 　 制 御 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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